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全国各地で異なるのはお雑煮だけじゃない！ 

飾る文化財「お正月飾り」の全国マップをご紹介 
 

お正月飾りを通じて伝統文化の継承と革新を目指す株式会社秀〆（本社：長野県飯田市／営業本部：栃木県宇都宮

市、代表取締役：伊藤美明）から、お雑煮のように全国各地で異なる形を持つ「お正月飾り」の全国マップと各地の土地

柄に根差した特徴をご案内いたします。 

 

■全国各地で異なるお正月飾り 

お正月を祝い家の内外に飾る「お正月飾り」は、実はお雑煮のように全国各地で形が異なります。北海道では土地柄を

表した大きな縦型の「宝章飾り」、九州福岡ではかたちが特長的な鶴飾りといった形に、それぞれの地域の歴史や文化

を背景とした形が生まれ受け継がれてきました。 

 

 
 

 

 

北海道の「宝章（ほうしょう）飾り」 

北海道の「宝章飾り」は、広く大きな大地を表すように、大きなサイズが特徴の一つ

です。 

厳寒の地では稲作は難しく、したがって茅草（かやくさ）を代用するのはこの地の伝

統で、張子（はりこ）のオカメや鯛を豊富に使用するのが特徴的です。 

 

 



 

関東地方の「玉（たま）飾り」 

関東地方の「玉飾り」は、粋な江戸文化を継承しており、縁起物を多く飾り付けてい

るのが特徴です。 

家が代々続くように橙（ダイダイ）、葉の裏が白く清廉潔白を表す裏白（ウラジロ）、ゆ

ずり葉、タイ（めでたい）、エビ（長生き）、昆布（ヨロコブ）など様々な思いや願いを飾

り付けています。 

 

 

 

 

 

 

東海地方（愛知）の「大根〆（だいこんじめ）、玉〆（たまじめ）」 

愛知の文化として、関東と関西の文化が交流しており、お正月飾りとしても現れ

ております。 

関西地域特有、横型のしめ縄を生かした「大根〆」、関東地域特有、縦型のしめ

縄を生かした「玉〆」の２種類が存在します。しめ縄の形状が異なりますが、飾り

つけがシンプルなのが特徴です。どちらもお正月飾りとして玄関に使用していま

す。 

 

 

 

 

関西地方の「しめ縄」 

関西の「お正月飾り」は、「しめ縄：通称ゴンボ」と呼ばれ、玄関に飾っています。 

関西は歴史を重視する傾向にあり、橙、裏白、ゆずり葉、ゴヘイの縁起物を使用したしめ

縄が一般的となっております。 

 

 

 

 

 

中国地方（広島）の「しめ飾り」 

広島の「しめ飾り」は、関西地方同様、縁起物の橙、裏白、ゆずり葉、扇を使用しています

が、橙の周りをしめ縄がぐるぐると円を描くようにしているのが特徴です。このような飾りは

広島独特のもので、平安時代に厳島神社が建立されるなど独特な歴史を象徴する飾りとな

っております。 

 

 

九州地方（福岡）の「鶴飾り」 

九州地方はそれぞれの県や地域ごとに様々な形があるのが特徴です。中でも福岡（北部）

の「お正月飾り」は、鶴の形状をしているのが特徴です。藁を鶴のように作り、そこに縁起

物の橙、裏白、ゆずり葉を飾り付けます。また、全国では裏白の白を表として扱っているの

ですが、九州の大分以外では、緑を表にして使用しているもの特徴です。九州は、各地域

での力強い文化の現れとして様々な形の正月飾りが今でも愛されています。 

 

 

 

※商品貸出／ご取材について 

商品貸出やご取材をご希望の際は、下記のお問合せ先までご一報ください。 

 

 

 

 



 

■解説者プロフィール 

 

 
株式会社秀〆（ひでしめ） 専務取締役 伊藤慎太郎 
1985年生まれ。長野県飯田市出身。好きなお正月飾りは、縁起物をふんだん

に使用した関東玉飾り。 

 
学生の頃は野球に熱中しておりましたが、システムエンジニアを経て、現在の

株式会社秀〆に入社。日本の伝統である正月飾り、しめ縄を主力商材として

扱っているところに魅力を感じ、伝統商材を次世代に残せるよう奮闘中です。 

 

 

 
 

 

■株式会社秀〆について 

お正月飾りとお盆用品を通じて日本の伝統文化の継承と革新を目指す製造卸企業。お雑煮のように全国各地で形が異

なるお正月飾りを守り後世に引き継ぐ一方、近年はオンラインを中心にモダンなデザインの商品や30種類超のカラフル

なしめ縄などのハンドメイド商材を展開し30代ファミリー層など新たな顧客層の開拓を進めています。 

 
 

 

■会社概要 

所在地：本社 長野県飯田市鼎名古熊2104-7 

      営業本部 栃木県宇都宮市下金井町661-3 

代表取締役：伊藤美明 

設立： 昭和60年11月29日 

事業内容： お正月飾り（〆縄、〆飾り）、お盆用品の製造卸 

HP：https://www.hideshime.co.jp/ 

 
【商品貸出等 報道関係者お問い合わせ先】 

株式会社秀〆（ひでしめ） 担当：専務取締役 伊藤 慎太郎 

E-mail：utsunomiya@hideshime.co.jp TEL：028-601-3424 FAX：028-601-4524 

 


